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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第３四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第３四半期 50,613 6.6 8,005 3.9 8,736 4.5 6,345 4.9 

29年３月期第３四半期 47,466 △0.3 7,702 10.7 8,357 8.2 6,049 10.1 
 
（注）包括利益 30年３月期第３四半期 7,066 百万円 （433.9％）   29年３月期第３四半期 1,323 百万円 （△70.6％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第３四半期 177.17 － 

29年３月期第３四半期 168.91 － 

（注）平成29年４月１日を効力発生日として、普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。前連結会計年度の
期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

30年３月期第３四半期 97,458 85,163 86.0 

29年３月期 92,668 79,424 84.4 
 
（参考）自己資本 30年３月期第３四半期 83,833 百万円   29年３月期 78,180 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年３月期 － 40.00 － 60.00 100.00 

30年３月期 － 17.00 －     

30年３月期（予想）       17.00 34.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

（注）平成29年４月１日を効力発生日として、普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。平成29年３月期に
ついては当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。 
 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 67,000 4.2 10,000 △3.7 11,000 △3.8 7,400 △7.5 206.62 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 
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※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

（注）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期３Ｑ 39,254,100 株 29年３月期 39,254,100 株 

②  期末自己株式数 30年３月期３Ｑ 3,439,280 株 29年３月期 3,439,242 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期３Ｑ 35,814,832 株 29年３月期３Ｑ 35,814,995 株 

(注)平成29年４月１日を効力発生日として、普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。前連結会計年 

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、発行済株式数（普通株式）を算定しております。 

 
 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判 

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前 

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.2「（３）連結業績予想などの 

将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、政府・日銀による経済政策や金融緩和等により個人消費、雇用情

勢が底堅く推移し、景気は全体として緩やかな回復基調にあるものの、米国の政権運営や新興国経済の減速懸

念、またアジアにおける地政学リスクの高まり等を背景に、依然として先行き不透明な状況が続いております。 

 当社グループの主要なお取引先である自動車業界につきましては、海外では米国や中国など中心に好調を持続

しており、また国内では無資格者による完成検査問題の影響等もありましたが、主に円安基調の持続により輸出

が好調だったこと等により、国内生産台数は7,141千台と前年同期比4.8％の増加となりました。このような需要

環境のもと当社グループといたしましては、お取引先からのニーズを確実に捕捉し、グローバルな拡販活動を継

続的に推進いたしました結果、売上高は50,613百万円と、前期比3,147百万円（6.6％）の増収となりました。

 一方利益面におきましては、より一層の合理化を推進いたしました結果、営業利益は8,005百万円（前期比

3.9％増）、経常利益は8,736百万円（前期比4.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は6,345百万円（前

期比4.9％増）となりました。

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。

（自動車関連等）

 グローバル拡販を積極的に推進いたしました結果、売上高は47,636百万円（前期比6.7％増）となりました。

一方利益面においては、より一層の合理化改善活動を推進したことにより、営業利益は8,531百万円（前期比

2.7％増）となりました。

 

（医療機器）

 新商品の販売及び拡販を積極的に推進いたしました結果、売上高は2,977百万円（前期比5.1％増）となりまし

た。一方利益面においては、増収効果に加え合理化活動を推進したこと等により、営業利益は127百万円（前期

は30百万円の損失）となりました。

 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期末の資産合計は、有価証券、投資有価証券の増加等により4,790百万円増加し、97,458百万円と

なりました。

 負債合計は、未払法人税等、引当金の減少等により949百万円減少し、12,295百万円となりました。

 純資産合計は、利益剰余金の増加等により5,739百万円増加し、85,163百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

  売上高につきましては、主に中国が堅調に推移し当初計画より増加すると見込まれること、また利益面において

は、売上増に伴う限界利益の増加とグローバルに進めている合理化活動の推進効果が見込まれるため、通期の業績

予想を修正いたします。

 なお為替レートにつきましては、通期で１米ドル＝110円を想定しております。

 

  売上高 営業利益 経常利益

親会社株主

に帰属する

当期純利益

1株当たり

当期純利益

前回発表予想(Ａ)

(平成29年５月11日発表)

百万円

63,200

百万円

9,500

百万円

10,200

百万円

6,900

円 銭

192 66

今回発表予想(Ｂ) 67,000 10,000 11,000 7,400 206 62

増減額(Ｂ－Ａ) 3,800 500 800 500 －

増減率(％) 6.0 5.3 7.8 7.2 －

(ご参考)前期実績

(平成29年３月期)
64,275 10,384 11,429 8,003 223 48
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 25,474 25,444 

受取手形及び売掛金 14,172 14,573 

電子記録債権 1,610 2,062 

有価証券 － 1,599 

商品及び製品 4,119 4,396 

仕掛品 1,359 1,552 

原材料及び貯蔵品 1,701 1,847 

その他 2,240 2,468 

貸倒引当金 △13 △36 

流動資産合計 50,664 53,909 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 8,212 8,200 

機械装置及び運搬具（純額） 7,864 7,535 

工具、器具及び備品（純額） 2,272 2,243 

土地 5,143 5,154 

リース資産（純額） 38 39 

建設仮勘定 1,020 1,149 

有形固定資産合計 24,552 24,322 

無形固定資産    

のれん 2 0 

その他 961 1,386 

無形固定資産合計 963 1,386 

投資その他の資産    

投資有価証券 14,967 16,280 

その他 1,521 1,560 

貸倒引当金 △0 △0 

投資その他の資産合計 16,488 17,840 

固定資産合計 42,003 43,549 

資産合計 92,668 97,458 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 3,434 3,511 

短期借入金 423 － 

未払法人税等 1,269 523 

引当金 851 433 

その他 3,724 3,933 

流動負債合計 9,702 8,403 

固定負債    

引当金 － 22 

退職給付に係る負債 149 204 

資産除去債務 18 18 

その他 3,373 3,646 

固定負債合計 3,541 3,892 

負債合計 13,244 12,295 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,960 2,960 

資本剰余金 2,697 2,888 

利益剰余金 73,182 78,201 

自己株式 △2,838 △3,029 

株主資本合計 76,003 81,021 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,701 2,108 

為替換算調整勘定 839 1,019 

退職給付に係る調整累計額 △363 △315 

その他の包括利益累計額合計 2,177 2,811 

非支配株主持分 1,243 1,329 

純資産合計 79,424 85,163 

負債純資産合計 92,668 97,458 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

売上高 47,466 50,613 

売上原価 32,548 34,906 

売上総利益 14,918 15,707 

販売費及び一般管理費 7,215 7,702 

営業利益 7,702 8,005 

営業外収益    

受取利息 48 59 

受取配当金 59 65 

持分法による投資利益 600 719 

その他 125 103 

営業外収益合計 833 948 

営業外費用    

支払利息 17 8 

デリバティブ評価損 114 28 

為替差損 － 107 

固定資産廃棄損 15 19 

賃貸収入原価 5 4 

その他 24 48 

営業外費用合計 178 216 

経常利益 8,357 8,736 

特別損失    

減損損失 － 46 

特別損失合計 － 46 

税金等調整前四半期純利益 8,357 8,690 

法人税等 2,241 2,269 

四半期純利益 6,115 6,420 

非支配株主に帰属する四半期純利益 65 74 

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,049 6,345 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

四半期純利益 6,115 6,420 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 91 270 

為替換算調整勘定 △4,726 157 

持分法適用会社に対する持分相当額 △156 217 

その他の包括利益合計 △4,791 645 

四半期包括利益 1,323 7,066 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,416 6,979 

非支配株主に係る四半期包括利益 △92 86 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

①税金費用の計算

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適 

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税 

率を使用する方法によっております。

 

 

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位:百万円） 

  自動車関連等 医療機器 合計 

売上高      

外部顧客に対する売上高 44,632 2,833 47,466 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － 

計 44,632 2,833 47,466 

セグメント利益又は損失（△） 8,310 △30 8,279 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

             （単位:百万円）

利益 金額

報告セグメント計 8,279

 全社費用（注） △610

 セグメント間取引消去 43

 その他の調整額 △9

連結損益計算書の営業利益 7,702

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位:百万円） 

  自動車関連等 医療機器 合計 

売上高      

外部顧客に対する売上高 47,636 2,977 50,613 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － 

計 47,636 2,977 50,613 

セグメント利益 8,531 127 8,659 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

             （単位:百万円）

利益 金額

報告セグメント計 8,659

 全社費用（注） △678

 セグメント間取引消去 29

 その他の調整額 △5

連結損益計算書の営業利益 8,005

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失)

 「医療機器」セグメントにおいて、当社の連結子会社である㈱パイオラックスメディカルデバイスにお

ける工場用賃借建物の一部解約に伴い、翌連結会計年度以降の除却対象となっている資産につきまして、

その帳簿価額を備忘価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。

 なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては46百万円であります。
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（参考資料）

[所在地別セグメント情報]

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年12月31日） 

 
日本

（百万円）

北米

（百万円）

アジア

（百万円）

その他

（百万円）

合計

（百万円）

消去

又は

全社

（百万円）

連結

（百万円）

 売上高              

(1)外部顧客に対する売上高 23,236 9,647 11,674 2,908 47,466 － 47,466

(2)セグメント間の内部売上高 4,075 63 1,153 36 5,328 △5,328 －

 計 27,311 9,710 12,828 2,945 52,795 △5,328 47,466

 営業利益 4,043 1,567 1,686 410 7,708 △5 7,702

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年12月31日） 

 
日本

（百万円）

北米

（百万円）

アジア

（百万円）

その他

（百万円）

合計

（百万円）

消去

又は

全社

（百万円）

連結

（百万円）

 売上高              

(1)外部顧客に対する売上高 23,562 10,218 13,825 3,007 50,613 － 50,613

(2)セグメント間の内部売上高 4,292 148 1,212 61 5,715 △5,715 －

 計 27,854 10,367 15,037 3,069 56,329 △5,715 50,613

 営業利益 4,295 1,354 2,083 444 8,178 △173 8,005
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